
令和３年１２月松伏町教育委員会定例会会議録 

・開会及び閉会に関する  令和３年１２月１７日（金）午後 ２時００分 開会 

 事項               午後 ４時２０分 閉会 

・場所  ・松伏町役場 本庁舎２０１会議室 

・出席委員の氏名  ・教育長 岡田 直人 

   ・教育長職務代理者 田口 嘉則 

   ・委 員 渡邊 淳子 

  

  

 ・委 員 宇田川 陽子 

 ・委 員 田 隆 

・欠席委員の氏名  ・なし 

・傍聴人の氏名  ・なし 

・委員及び傍聴人を除く他 

議場に出席した者の氏名 

 ・教育総務課長    川村 功 

・教育文化振興課長  鈴木 英樹 

・議長名  ・教育長 岡田 直人 

・会議録署名委員等  ・出席委員全員及び会議録調製職員 

・書記  ・主幹 松本 邦彦  ・主任 金丸 和之 

１．開  会 議 長 午後２時００分、開会を宣言する。 

２．日程説明 主 幹  前回の会議録の承認、教育長の報告、議案２件、各委員からの

報告・その他及びその他事務局報告２件、協議１件である旨説明

する。 

３．前回会議録の承認を求 

  めることについて 

書 記 

 

議 長 

令和３年１１月１７日に開催した松伏町教育委員会１１月定

例会の会議録を朗読する。 

委員に諮る。 

 委 員 異議なし。 

 議 長 １１月定例会の会議録について、承認したことを宣言する。 

４．教育長の報告 岡田教育長 ・松伏小学校研究発表会 

・第２回文化のまちづくり実行委員会 

・管理職選考結果発表 

・松伏町教育委員会・東部教育事務所教育支援担当・学力向上

推進担当学校訪問 

・ゴッツ石島バレーボール教室 

・松伏町いじめ問題対策調査委員会 



５．議  事 議 長 

 

川村教育総務課長 

 

 

 

 

 議案第２５号 松伏町立小中学校職員服務規程の一部を改正す

る規則について、説明を求める。 

 松伏町における押印の見直しに関する方針に基づき、押印手続

きを廃止し、業務の効率化を図るため、小中学校職員の服務に係

る各種様式について、出勤簿を廃止して勤務整理簿によることと

し、並びにその他の様式に係る押印欄の廃止及び規定の整備をす

るため、松伏町立小中学校職員服務規程を改正したいので、別紙

案のとおり提出し、議決を求める。 

 議案別紙、参考資料により説明をする。 

田委員 

 

川村教育総務課長 

 勤務整理簿の例はどのように示されたのか。また、どのように

作成するのか。 

 県が出勤簿から勤務整理簿とし、市町村立学校がそれに合わせ

ている。実務として事務職員が管理している。 

田委員 

 

川村教育総務課長 

 改正後の様式第１号等にある「宛」の文字は、常用漢字のため

に今回変更したのか。 

 様式間で文字が統一されていなかったための変更である。 

渡邊委員 

川村教育総務課長 

 これらの様式は全て紙媒体なのか。 

 全て紙であり電子決裁になっていない。 

田委員 

川村教育総務課長 

 押印の廃止は、何か支障があったことによるものか。 

 負担軽減の観点で手続きが簡素化され、押印廃止となった。 

渡邊委員 

川村教育総務課長 

 児童生徒の出席簿についても改正されているか。 

 松伏町は他市町に先駆けて約１５年前から「欠席簿」にし、欠

席のみチェックしている。約５年前から電子化されている。 

議 長 

委 員 

議 長 

 委員に諮る。 

 異議なし。 

 原案のとおり議決したことを宣言する。 

議 長 

 

川村教育総務課長 

 

 

 

鈴木教育文化振興課長 

議案第２６号 令和４年度松伏町一般会計予算のうち教育に関

する事務に係る部分の見積について、説明を求める。 

教育行政の適切な執行及び運営を図るため、令和４年度松伏町

一般会計予算のうち教育に関する事務に係る部分の見積につい

て、別冊案のとおり提出し、議決を求める。 

 別冊を用いて説明する。 

 別冊を用いて説明する。 

田口職務代理 

鈴木教育文化振興課長 

 偉人マンガ製作について、歳入と歳出の差額は何か。 

 町の一般財源を活用して実施することによるものである。 

田口職務代理 

鈴木教育文化振興課長 

 

 

 歳出の共済費が大幅に減っているのは何か。 

 法律が変わり予算の科目が変わっている。９月までは「労働社

会保険料」で、１０月以降は「共済負担金（会）」で支払う。実

質は費用が増加している。 

田口職務代理 

 

川村教育総務課長 

 歳出の松伏第二中学校体育館設計業務は、補助金等が内示され

ているか。 

 補助金の内示はされていない。 



渡邊委員 

 

 

鈴木教育文化振興課長 

 

 歳出の負担金に関して、スポーツ協会や文化協会は人口減や高

齢化により経済的に厳しい。少しでも予算を増やせる余地はある

か。 

 財源は厳しい現状である。令和５年度以降を含めて、各団体へ

の補助金の考え方は説明済みである。 

渡邊委員 

川村教育総務課長 

 

 

宇田川委員 

川村教育総務課長 

 歳出の情報通信技術支援員（ＩＣＴ支援員）は町内１名か。 

 ＩＣＴ支援員は補助金がないため、財政的に予算をつけるのは

厳しい状況である。町内１名で考えているが、フルタイムで小中

学校５校ではなく、勤務時間を削減していかざるを得ない。 

 ＩＣＴ支援員は教職免許を持っている者か。妥当な金額か。 

 教職免許はない。現在のＧＩＧＡスクールサポーターと同程度

の金額である。 

議 長 

委 員 

議 長 

 委員に諮る。 

 異議なし。 

 原案のとおり議決したことを宣言する。 

６．各委員からの報告・その

他 

 

田口職務代理 ・子育て世帯への臨時特別給付金について 

渡邊委員 ・新型コロナに対する学校の体制について 

・杉の子学童クラブのトイレについて 

宇田川委員 ・家庭教育講座について 

・さわやか相談室の活動について 

・部活動における大会へのエントリーについて 

・年末年始の道路の交通安全について 

・「ミニまつぶし」について 

田委員 ・欠食児童の実態について 

７．その他（報告） 

 

 

 

主 幹 

 

川村教育総務課長 

鈴木教育文化振興課長 

・令和３年１２月以降の松伏町教育委員会の主な行事計画等につ

いて →令和４年２月定例会は、１５日午後２時から開催する。 

・令和３年１２月議会定例会一般質問について 

 

 （協議） 川村教育総務課長 ・松伏町学校運営協議会規則（案）について 

８．閉  会 議 長 午後４時２０分、閉会を宣言する｡ 

 


